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令和５年６月１日付けで交付決定のありました宮崎市地域コミュニティ活動交付金につ

いては、宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１９条第１項の規定により、

関係書類を添えて実績報告書を提出します。

添付書類

（イ） 事業実施報告・収支決算（見込）書

（ロ） 事業別収支計算書

（ハ） 積立金管理状況報告書

（ニ） 宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届書

（ホ） その他



令和５年度 事業実施報告・収支決算（見込）書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

１ 総括

コロナの第５類移行と、天候に恵まれて計画していた事業すべてを実施することができ、希薄にな

りかけていた地域のつながりに明るい兆しの明かりをともすことができたと総括している。

２ 収支決算

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

項 目 予 算 決 算 差 備 考

基礎交付金 1,696,400 1,696,400

特例交付金 18,020 18,020

繰越金 365,749 365,749

負担金 41,500 41,500 カヌー15,000制服 25,200等

その他の収入

合 計 2,080,169 2,121,669

分野 事 業 名 実施年数 予 算 決 算 差 備 考

防 地域安全確保推進に係る事業 18年目 387,000 350165 △36,835

環・再 石崎浜・石崎川流域再生利用

促進に係る事業
17年目 190,000 166,482 △23,518

健 健康づくり地区民交流事業 18年目 654,000 534,706 △119,294

再・伝 ふれあい交流推進活動に係る事業 17 年目 91,000 81,599 △9,401

教 中学生ボランティア事業 15年目 79,000 67,444 △11,556

教 協議会講座事業 8年目 47,000 46,637 △363

再 広報事業 18年目 382,149 373,417 △8,732

再 地域リーダー育成事業 11年目 159,000 157,729 △1,271

福 制服等の譲渡会事業 3年目 73,000 88,940 15,940

広瀬中学校部活支援検討事業 1年目 18,020 18,020 0

繰 越 金 0 236,530

合 計 2,080,169 2,121,669 41,500

（様式第６号）



３ 実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 地域安全確保推進に係る事業 実施年数 18年目
事業期間 開始：平成１８年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標
ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち

◎地域住民が共同し、自ら防災防犯の意識を高め、安全・安心な住みやすいまちづくりに努める。

目 的

（期待される効果）

防災講習会、防犯パトロール、見守り活動、危険箇所改善など地域でできる活動を通して

住民の防災・防犯意識を高め、子どもから高齢者まで誰でも安心して暮らせる地域づくり

を推進する。

事業内容・

（１）防災に係る支援と啓発活動

防災講話講習会の実施

会 場：広瀬地区交流センター 実施時期：９月３日

内 容：
『もしも』の時に、どのように考え、どう行動すればよいか、時間や
場所で異なり、それぞれの場面で身を守るために必要な知識や行動の
習得に役立つ「津波防災ワークショップ」を宮崎県防災士ネットワー
クの方の指導の下実施した。

（２）防犯パトロールの推進活動

地 域：広瀬小学校区内 実施時期：通年

内 容：青パトによる広瀬小学校区内の見守り、防犯パトロールを実施した。
青パト隊員更新と隊員募集の講習会を実施した。

（３）危険箇所改善推進活動

場 所：校区内全域 実施時期：５月～１２月

内 容：自治会から出された通学路や生活道路及びその他危険個所２４件の改
善を関係機関に要望を行い９件が改善された。

（４）子どもみまもり隊活動支援活動

ア、みまもり隊活動支援

場 所：広瀬小学校校区内 実施時期：通年

内 容：自治会に児童の下校時刻表の配布を毎月行った。

見守り隊員備品提供（帽子５、ベスト６、腕章５、旗３）

イ、みまもり隊関係者連絡会議の開催と感謝集会への参加

会 場：広瀬地区交流センター

実施時期：６月１４日（関係者連絡会議）

内 容：各地区見守り隊員、小中学校長、警察等３２名で実施した。佐土原交
番所長からは広瀬地区の交通事故、不審者案件ついての現状、児童の
登下校の安全について、防犯ベルの所持とできるだけ裏道を避け複数
での行動をしてほしいなどの防犯対策の話があった。
小中学校の校長から見守りの最中はもちろん、普段でも子供たちにこ
んにちは、おはよう等声をかけていただきたいとの要請があった。
また中学生の下校が遅くなった場合は自転車の点灯を徹底させると中
学校の校長より話された。

事 業 費 ３５０，１６５円

対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・現実の場合を想定しながら講習を受けました。
・とっさの時の行動は、慌てず落ち着いて動くことが需要だと思った。
・ワークショップでは設定が複雑すぎる。
・実際時間をおって行動を考えることでより具体的にイメージできた。
・カーブミラーは何回申請しても、設置されないのはどうしてですか。
・広瀬地区の安全に必要ですので青パトの活動をこの先も続けてください。
・警察の巡回パトロールを頻繁にしてほしい。

年 度 令和５年度 令和４年度
一般参加者 ２１５人 ２３６人

スタッフ ８人 １０人

合 計 ２２３人 ２４６人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
A A

学校や自治会と

意思の疎通を図

り、担当部会、

PTA からの要望
や提案を取り入

れつつ事業を計

画実施している。

広
報⑤事業の周知 A A

住民参加型の事業

は自治会の回覧チ

ラシを使って周知

し、参加者が特定さ

れている事業は当

事者に案内してい

る。

② 住民の参

加
B B

コロナの第５類
移行後、参加の制
限をなくして実
施したが、参加者
は昨年とほぼ同
じにとどまった

事
業
の
効
果

⑥課題解決へ

の作用
A A

地域が抱える災害、

危険個所・事故・不

審者等の安全安心

に係る課題解決、及

び意識付けに貢献

している。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

A A

安全安心は住民

すべての願いで

あり地域づくり

の取り組みとし

当然である。

⑦住民の満足

度
B B

安全安心は住民最
大の関心事であり、
青パトや防災講習
会、危険個所改善等
の活動に期待し、地
域の安全を感じて
いることが伝わっ
てくる。

③ 各種団体

との連携
A A

全ての事業で自
治会と連携協力
している。防犯パ
トロールは民生
委員、防災講習会
は防災士ネット
ワークの協力を
いただいている。

事業継続の必要性 有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞
防災講習会で、聞くだけの講習会でなく、今回は気象台が作ったワークショップを
取り入れて、知らない土地の地図を見ながらラジオや地図等のいろんな情報を得な
がら、自分たちで津波到達時間前にどのようなルートを選んで、安全な場所に避難
すればよいか学ぶことで，いざとなった時の、情報をどう生かすのか、知らない土
地で地震にあった時どうするのかといった、講習会ができたことはよかった。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［２］環境・地域再生に係る事業

事 業 名 石崎浜・石崎川流域再生利用促進に係る事業
実施年
数

１７年目

事業期間 開始：平成１９年 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標
自然と共生し快適に暮らせるまち
◎自然に親しみ環境を考えるまちづくりに努める。

目 的

（期待される効果）

清掃活動や環境学習・講習会、カヌー教室、アカウミガメ学習会、スケッチ大会
など石崎浜・石崎川流域の活動を通して自然とふれあい、環境保全活動と啓蒙の
向上に努める。

事業内容・手段

（１）石崎川河川浄化啓蒙推進活動
会 場：広瀬地区交流センター
実施時期：EM活性液講習会：６/４，EM石鹸７/２
内 容：現代の我々の物的要求、経済活動が環境に与える負荷を増大さ

せている等の環境講話と環境にやさしい EM 活性液・ぼかし、
EM 石鹸づくりの講習会を実施した。

（２）石崎浜・石崎川河口流域清掃活動
場 所：石崎浜、石崎川なぎさ橋周辺及び自転車道
実施時期：７月～１１月
内 容：石崎浜ビーチクリーン活動に１２名が参加

アカウミガメ学習会時に参加者と石崎浜のごみ回収実施。
１１月には広瀬中学校の地域ボランティア活動の生徒２００
名と地域の人等総勢２９０名が参加して自転車道なぎさ橋周
辺のペットボトル、プラ、缶などのごみ回収活動を実施した。
今年は台風の上陸が無く、不法投棄も少なかった為、ごみの回
収量は軽トラ１，５台分と昨年の４分の１であった。

（３）カヌー教室と環境学習
場 所：栄橋の東～鉄橋下までの石崎川および堤防
実施時期：７月２３日
内 容：

大淀川学習館講師による、石崎川に生息する魚についての講話
の後、NPO２団体との共催よる親子カヌー教室を開催した。カ
ヌー１３艇、子ども２２名、保護者１４名、広中のボランティ
アの生徒５名、スタッフ等６２名が参加して実施した。

（４）スケッチ大会の開催
場 所：石崎地区東側田んぼ
実施時期：１１月１９日
内 容：石崎地区農地水環境を守る会の人たちが田んぼに種まきした

コスモス田で１７名が参加してスケッチ大会を実施した。
（５）アカウミガメ学習会

場 所：石崎海浜
実施時期：８月２０日
内 容：雨で延期していた学習会を、夏休み最後の日曜日に実施した。

学習会に合わせて、国土交通省宮崎海岸出張所が行っている
海岸養生について、担当者からの説明の後、アカウミガメの
保護活動に携わっていた方より、アカウミガメの上陸、産卵、
孵化等についての学習会を実施した。学習会の後、参加者２
６名全員でプラやペットボトルなどの回収活動を行った。

事 業 費 １６６，４８２円

対 象 者 小学生、中学生及び地域住民

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・廃油を活用しての石鹸は自宅でもできるので活用したい。
・広瀬の身近な川でカヌーができて子供たちも喜んでいます。
・１年生から３年連続ボランティアでプラ等のごみ回収をしているが、今年はポ
イ捨てが少なく、これからもポイ捨てが無いよう願っています。

・３人乗りのカヌーが傾き、川に落ちたが意外と浅く、足も届いてライフジャケ
ットをつけていたので慌てなかった。
・海岸の砂の話は難しかったが、カメの為にはいいことだなアと思った。

年 度 令和５年度 令和４年度

一般参加者 ３７１人 ４３９人

スタッフ ７１人 ６６人

合 計 ４４２人 ５０５人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニーズ

の把握
A A

参加者のアンケ

ートや聞き取り

PTA、学校、自治

会、部会員のなど

意見を参考にし

ている。

広
報

④ 事業の周

知
A A

地区回覧チラシ、
学校の協力を得て
全校生徒へのチラ
シ配布、及びアカ
ウミガメとスケッ
チ大会は、HPでの
周知も行った。

② 住民の参加 A A

スケッチ大会は

参加者が少なか

ったが、カヌー教

室、アカウミガメ

学習会等の親子

連れ事業は、例年

とほぼ同じ程度

の参加者があっ

た。
事
業
の
効
果

⑤ 課題解決

への作用
A A

自然に触れること

で環境への関心を

高め、広瀬の魅力

である自然に接す

る機会を提供でき

たことは、子供の

感性を高め人間の

営みと環境の関り

を考えるきっかけ

づくりとなった。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづく

り推進委員会の

取組としての妥

当性

A A

当協議会が目的

としている、自然

を、カヌーや、コ

スモス、ごみ回収

等で肌に感じ、環

境への啓蒙を促

す活動として取

り組んでいる。

⑥ 住民の満

足度
A A

自然に触れ自分で

体験して、広瀬の

いろいろな自然を

知り、その体験が

愛し誇れる町とし

ての満足感を高め

ることができた。

③ 各種団体と

の連携
B B

NPO の２団体と

の連携や学校、

PTA からも協力

を得ている。

事業継続の必要性
有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

アカウミガメ学習会で、国土交通省の担当者を呼んで、海岸浸食の対策として、
砂浜の養生などを行っている話を設けたのはよかった。

しかしながら、南海トラフ、日向灘地震による津波を考え、今年度限りでこの
事業は終了することとした。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［３］健康づくりに係る事業

事 業 名 健康づくり地区民交流事業 実施年数 １８年目

事業期間 開始：平成１８年 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

活気あふれ、いきいきと働けるまち

◎老若男女の住民が健康で明るいまちづくりに努める。

目 的

（期待される効果）

元気げんき祭り、グラウンドゴルフ大会、ペタンクを通して、健康づくりと地区

民の交流親睦を推進する。

事業内容・手段

（１）第１９回元気げんき祭り

会 場：宮崎市立広瀬中学校体育館

実施時期：１１月２６日

内 容：今回は、新たな競技、宅配便リレーを加えてグラウンドゴル

フリレー、ペタンク投げ、障害物競走の４種目の競技と抽選

会を実施した。抽選会には町内外の３２の事業所から景品の

提供があり大会を盛り上げた。参加者は小学生から高齢者ま

で、総勢３５０名以上が参加した。また今回も広瀬中学校の

生徒４０名が受付、審判、競技運営などにボランティアで支

援してくれて時間通りに進行することができた。

（２）自治会交流グラウンドゴルフ大会

会 場：石崎グラウンド

実施時期：１０月１５日

内 容：１７地区から２６チーム１１７名が参加して、１８ホールで

熱戦を展開した。コロナの第５類移行に伴い制限を撤廃して

通常のルールで行い、参加者も笑いながらの大会ができた。

（３）スポーツレクレーション「ペタンク」

会 場：広瀬地区交流センター

実施時期：９月１６日（講習会）

１０月１日（大会）

内 容： 普及と交流を兼ねて、講師指導による講習会と３人編成に

よるチーム対抗戦を実施し、４２名が参加した。

事 業 費 ５３４，７０６円

対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

事業内容に応じ男女別年齢別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・種目が増えて長くなると思ったけどスムーズに進んでお昼に終わってよかった

・新種目の宅配便リレーは、高齢者から子供まで楽しめて面白かった。

・今年もボランティアの中学生が世話をしてくれてうれしく思いました。

・抽選会の景品が多くてびっくりしました。

・抽選会の景品渡しに時間がかかったのでもう少し短くといいと思います。

・グラウンドゴルフは、制限がなくのびのびできました。

・今年のグラウンドゴルフは、天候もよく風も吹かずに楽しくできました。

・ペタンク大会にもう少したくさんの人が参加したらまだ楽しいと思いました。

年 度 令和５年度 令和４年度

一般参加者 ４３１人 ２７３人

スタッフ ８８人 ７１人

合 計 ５１９人 ３４４人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
A A

事業に参加した
一般住民、自治会
長、PTA、学校、
及び部会員など
からの提案、意見
を受け、地域のニ
ーズを把握して、
企画に生かして
いる。

広
報

④ 事業の周

知
A A

自治会を通しての
チラシ回覧、全世
帯配布、及び小中
全校生徒を通じて
保護者へのチラシ
配布をして、周知
を図った。

②住民の参

加
B A

自治会や、学校を
通して、チラシ告
知を行い、自治会
の参加募集によ
って、小学生から
高齢者まで、幅広
い年齢層の参加
につながった。

事
業
の
効
果

⑦ 課題解決

への作用
A A

それぞれの事業の
特色を生かして、
小学生、中学生か
ら高齢者までの老
若男女が参加し
て、交流できたこ
とは、健康で明る
いまちづくりの課
題解決に貢献でき
た。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

A A

参加者の構成、年
齢などそれぞれ
が違うレクレー
ションスポーツ
＆祭りを開催す
る事は、地域住民
の参加機会・交流
の機会を広げ、活
性化する地域づ
くりを目指す当
委員会として至
極妥当なことで
ある。

⑧ 住民の満

足度
A A

３事業とも簡単に
誰でもできて、楽
しい時間と、交流
ができて住民の満
足度は高い。

④各種団体

との連携
A A

学校、自治会、地
域事業所と連携
して行った。

事業継続の必要性 有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・元気げんき祭りの競技種目に宅配便リレーを新たに追加して、４種目にし、参加
できる機会を広げて参加しやすいように工夫した。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済



［４］地域再生・伝統文化に係る事業

事 業 名 ふれあい交流推進活動に係る事業 実施年数 １７年目

事業期間 開始：平成１９年 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

◎郷土の文化を大切にし、子供と大人が触れ合えるまちづくりに努める。

目 的

（期待される効果）

郷土の音頭や昔のあそび等を通して子供から大人まで幅広い地区民の交流と伝

統文化の普及継承を推進する。

事業内容・手段

（１）伝統芸能の普及活動

ア 広瀬音頭普及活動

会 場：広瀬神社祭り会場、さどわらん祭り会場、広瀬小学校

実施時期：７月～１０月

内 容：広瀬神社祭り・さどわらんまつり会場での踊りの披露、広

瀬小学校１年生への踊りの指導、広瀬小学校全児童による

運動会での総踊り実施。

イ 曽我兄弟踊り広瀬小学校公演

会 場：広瀬小学校体育館

実施時期：１１月７日

内 容：広瀬小学校 6年生の総合学習の時間に大炊田地区で 150 年

前から継承されている鎌倉時代の曽我兄弟踊りの公演と仇

討ちがあった鎌倉時代の時代背景、伊東家と佐土原との関

係等の講話を実施した。

（２）郷土の偉人啓次郎及び昔の遊びなどの学校支援活動

会 場：広瀬中学校

実施時期：６月～１月

内 容：広瀬中学校 3年生の啓次郎の日学習で、啓次郎アメリカ留

学について外山氏の講話を実施。広瀬小学校の１年生の

「昔のあそびを楽しもう」の時間に、地区の方１４名と佐

土原歴史資料館の３名が参加して、子供達に竹馬、竹とん

ぼ、おじゃみ、神代ごま等の遊びと交流を交えて支援した。

事 業 費 ８１，５９９円

対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・祭りの賑いの中で法被姿の踊りを見ているとホッとする。

・子供たちの元気なおーいおーいの唄の一節に一緒に踊りたくなった。

・１年生の元気な音頭の練習を見ていると元気が出てきた。

・子供たちから曽我兄弟踊の衣装や、練習をどのくらいしているかなどの質問
が来て、公演してよかったなと思いました。

・こどもたちに竹馬や竹トンボを教えながら、自分の子供時代を思い出して童
心に帰ったような気持ちになって若返ったような気持ちになった。

・啓次郎の講話を聞いていると途中からうとうとと眠くなってきた。

年 度 令和５年度 令和４年度

一般参加者 １２６４人 １２８３人

スタッフ ３８人 １１人

合 計 １３０２人 １２９４人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
街
づ
く

① 地域ニー

ズの把握
A A

広瀬音頭は広く
地区民に周知し
普及を図るため、
地域の祭り及び
小学校での普及
活動を主体的に
行った。また曽我
兄弟踊、昔のあそ
び、啓次郎講話は
学校の要望を取
り入れ実施した。

広
報

⑤ 事 業 の

周知
A A

曽我兄弟踊、むかしのあ

そびの学校行事の一部、

広瀬音頭は、事業の模様

を広報誌、HPで地区民
に広報した。

② 住民の参

加
A A

久々の祭り復活
で、踊りの輪の中
に多くの子供や、
地域の方が飛び入
りで参加した。
小学校の広瀬音
頭、曽我兄弟踊り、
昔のあそび、中学
校の啓次郎講話は
学校行事の一環で
児童と教職員及び
保存会や地域の住
民が参加した。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
A A

小学校の児童を通じた

広瀬音頭の普及活動、曽

我兄弟踊りの公演、中学

3年生を対象とした啓次
郎の講話何れも、広瀬地

区の文化、遺産でありそ

れらの周知と継承活動

に役立つものと思う。ま

た昔のあそびでは子供

と地区の人の交流がで

き地域で子供を育てる

一助ができたものと思

う。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

A A

当協議会では郷土
の文化を大切に
し、子どもと大人
が触れ合えるまち
づくりに努めるこ
とを目的としてお
り、文化の継承と
触れ合いづくりの
妥当な取り組みで
ある。

⑥ 住 満 足

度
A A

小中学生に郷土の文化、

遺産に触れ学ぶ機会を

設けたことは、学校関係

者はもちろん、子どもた

ちも充実した学びがで

きたものと思う。また広

瀬音頭は久々の祭りで

の披露で楽しみながら

参加した住民も見られ

満足感はあったと思う。

③ 各種団体

との連携
B B

大炊田高嶺会、民
生委員、曽我兄弟
踊保存会、及び学
校と連携して事業
を実施した。

事業継続の必要性
有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞
・曽我兄弟踊りの公演が終わった後、質問タイムを設けで、踊り手が付けている衣装の伝
統雨具の蓑、ばっちょ傘等、現代では見られない衣装についての質問や、練習は何処で
しているか等の質問があり、伝統芸能について子供たちに興味を抱かせることができて
よかった。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［５］地域教育に係る事業

事 業 名 中学生ボランティア事業 実施年数 １５年目

事業期間 開始：平成２１年 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち
◎少年少女の中学生が思いやりのある誇れるまちづくりに努める。

目 的

（期待される効果）

ボランティアを通して中学生の郷土愛と地域社会への参加を推進する。

事業内容・手段

（１）広瀬中学校生徒による地域ボランティア活動の実施

場 所：石崎川なぎさ橋周辺・新町の招魂塚

実施時期：１１月１２日

内 容：清掃活動に応募したボランティアの中学生（２００名)と地

域の人たち、スタッフ等２９０名が協働して，なぎさ橋周

辺、招魂塚周りのプラ、ペットボトル、缶、ビンなど軽ト

ラ１,５台分のごみ回収作業を実施した。今年は台風の襲来

が無く、またポイ捨ても例年より少なめであったためか、

回収ごみも少なく、作業時間も短縮された。招魂塚周りで

は、竹、木などの落ち葉の清掃を実施した。

事 業 費 ６７，４４４円

対 象 者 中学生及び地域住民

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・去年、一昨年も参加したが、今年はポイ捨てが少なく、自分たちのボランテ

ィアのおかげかなあ。

・プラ、ペットが少なくあっという間に終わって、物足りなかった。

・ゴミ拾いをして、広瀬がきれいになると思ったら心が晴れ晴れした。

・自分たちの故郷を少しでもきれいにできて、広瀬への愛着が出たような気に

なった。

・少し雨がぱらついたけど、久しぶりに広瀬の海が見られて楽しいボランティ

アができました。

・スタッフの方は、朝早くから準備してくれて本当にありがたいです。

・地域づくりの方のように、私もこれから地域の為に何か貢献していきたいと

思いました。

・自転車道がきれいになって、私も自然の中のこの自転車道でサイクリングし

てみたいと思いました

・みんなとおしゃべりしながらのボランティアは楽しかったです。

・早くコロナが収まってマスクなしで作業がしたいです。

・広瀬の自然がいつもきれいで、これからも壊さないように願います。

・中学生が頼もしく見えてきました

年 度 令和５年度 令和４年度

一般参加者 ２７１人

スタッフ １９人 ２３人

合 計 ２９０人 ２９６人

２７３人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありませ

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
A A

地域で子供を育

てる健全育成の

地域のニーズと、

生徒たちの自主

的な地域貢献の

願いを受けて実

施している。

広
報

④ 事業の周

知
A A

中学校を通して各

クラスにボランテ

ィア募集のチラシ

を配布し周知を図

った。

地区からの一般参

加者は自治会長へ

依頼して参加者を

募っている

② 住民の参

加
A A

広瀬中学校のボ

ランティアの生

徒２００名と各

地域の住民等２

９０名が参加し

た。

事
業
の
効
果

⑦ 課題解決

への作用
A A

中学生の郷土愛を

育てる地域活動へ

の参加及びボラン

ティア活動の中で

地域の人と交わる

機会を提供できた

ことはこれからの

地域づくりに役立

つものと思ってい

る。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

A A

地域の子どもは

地域で育てると

ともに、地域の子

どもと地域の大

人が協働する活

動が地区の活性

化につながると

いう観点から取

り組んでいる。

⑧ 住民の満

足度
A A

子供も地区住民も

協働事業の活動で

自分たちの住む町

の自然がきれいに

なったことへの達

成感と満足感が得

られたものと思う。

③ 各種団体

との連携
A A

学校、自治会、青

少協の協力を得

ている。 事業継続の必要性 有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［６］地域教育に係る事業

事 業 名 協議会講座事業 実施年数 ８年目

事業期間 開始：平成２８年 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

◎講座を通して自己研修ができるようなまちづくりを目指す

目 的

（期待される効果）

広瀬の近代史を知る機会を提供し郷土愛への醸成を推進する。

また、様々な講座を行い、知識の習得や住民相互の交流を図る。

事業内容・手段

（１）協議会講座

会 場：広瀬地区交流センター

実施時期：７月～８月

内 容：

講座

佐土原の歴史戦国編

根井三郎の功績を語る

訪ねてみよう啓次郎ゆかりの地ウォーキング

佐土原の歴史講話では、関ケ原の戦い前後の佐土原藩

と家康との話。根井三郎の功績を語るでは、根井三郎

顕彰会員による、根井三郎の功績や広小学校の学籍簿

の写真などを取り混ぜての講話、訪ねてみよう啓次郎

ゆかりの地ウォーキングでは約 4,5 キロの、コースの

中で、広瀬城の跡地、西郷札印刷所跡地等を、ウォー

キングしながらの啓次郎ゆかりの地巡りを実施した。

講習会

包丁研ぎ講習会

事 業 費 ４６，６３７円

対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

年 度 令和５年度 令和４年度

一般参加者 ５２人 ３５人

スタッフ １４人 １０人

合 計 ６６人 ４５人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・きょうどの歴史を学びことは楽しいです。

・図師先生の話は、初めて知ることも多くて興味深くおもしろかったです。

・伊集院忠棟の働きと秀吉との関係が今回よくわかりました。

・いつもは聞けないような詳しい内容の話が聞けて大変興味深いものがありまし

た。ありがとうございました。

・根井三郎の出身地である広瀬地区で講演会が開かれた意義は大きいと思いま

す、一歩一歩進んでください。

・民を救うことの難しさは、今の時代でも大変なこと、連絡を取り合う難しい時

代にこんなリレーができた功績には、感銘を受けました。

・説明は参加者が関心のある方ばかりだったので十分な時間が取れて良かった。

・啓次郎に興味のある方や，健脚の方でないと参加は難しいかもしれませんね。

・時間、ポイントごとの説明とウォーキングの割合など丁度良かった。

・お昼持参で昼休みを挟んでも良いかも。

・コツがわかって、これからの包丁研ぎが楽しみになりました。

評価
特記事項 評価項目

評価
特記事項

本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニ

ーズの

把握

A A

地域の方からの要望や

部会員の提案を参考に

している。

広
報

⑤

事

業

の

A B

講座ごとにチラ

シと、HP で周
知を図った

② 住民の

参加
B B

講座講習会共に期待し

ていたほどの参加数で

はなかったが、今回初め

て取り組んだ、訪ねてみ

よう啓次郎ゆかりの地

ウーキングでは、参加し

た皆さんから来年も開

催してほしいとの要望

事
業
の
効
果

⑥

課

題

解

決

へ

の

作

用

A B

地域の歴史や先

人たちの功績に

ふれ、史跡など

をめぐることで

身近な地域教育

につながってい

る

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

A A

地道な活動ではあるが、

地域の歴史や先人たち

の功績等の地域教育は

当協議会が取組ことは、

自然な取り組みとして

妥当である。

⑦

住

民

の

満

足

度

B B

各講座とも充実

しており満足感

を得られたもの

と思う

③ 各種団

体との

連携

B B
歴史同好会、地域の有志

にお願いした。 事業継続の必要性 有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

協議会講座では初めての、試みとして座学ばかりでなく、学習とウォーキングを

マッチングさせて、広瀬地区にゆかりの深かった、啓次郎のゆかりの地巡りがで

きたことはよかった。



※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞

対

応
未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞

対

応
未 ・ 済



［７］地域再生に係る事業

◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

事 業 名 広報事業 実施年数 １８年目

事業期間 開始：平成１９年

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

◎広報のツールを使い地域の住民と協議会の橋渡しの役割を担う

目 的

（期待される効果）

広報を通して協議会への理解と地域づくりの活性化を推進する。

事業内容・手段

（１）協議会活動の広報・知名度アップの活動

会 場：広瀬地区交流センター及び各事業会場

実施時期：通年

内 容：年３回の「広報ひろせ」の発行と HPの運営を実施した。

事 業 費 ３７３，４１７円

対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・地域の話題が掲載されて、親しみが出た。

・今後も地域のイベントや話題の掲載を、継続してほしいです。

・協会事業に参加した自分の写真を見つけて、わくわくしました。

・写真での事業紹介はわかりやすく、見る楽しみがあるので、今後も写真主体

の紙面づくりをお願いします。

年 度 令和５年度 令和４年度

一般参加者 ２人 人

スタッフ ３人 ４人

合 計 ５人 ４人

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニーズ

の把握
A A

部会員や学校、地

域住民の方から

の地域行事等を

取り上げている。

広
報

④ 事業の周

知
A A

広報誌は年３回発

行し全世帯配布し

ている。HPは随意
発信し事業の紹介

等を行っている。

②住民の参加

事
業
の
効
果

⑤ 課題解決

への作用
A A

広報誌及び HP と
も協議会の広報の

役割を果たしてい

る。



※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづく

り推進委員会の

取組としての妥

当性

A A

協議会の発信ツ

ールであり協議

会の取り組みと

して当然妥当な

取り組みである。

⑥ 住民の満

足度
A B

住民主体の広報誌、

HPとして満足を得
ているものと思う

④各種団体との

連携
事業継続の必要性

有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［８］地域再生に係る事業

事 業 名 地域リーダー育成事業 実施年数 １１年目

事業期間 開始：平成２５年 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち
◎人材育成のできるまちづくりに努める。

目 的

（期待される効果）

研修を通して自治会活動の活性化を推進する。

事業内容

（１）リーダー育成研修事業

会 場：日南市南郷町栄町公民館

実施時期：１１月１８日

内 容

視察先 南郷町のもえる商忘団

もえる商忘団は、その名の通り商いを忘れて利潤を追求せ

ずに、地域活性化と地域文化に貢献できればと町内の自営業

を中心に会社員、公務員などで結成された任意団体である。

コンサートや港まつりや、伊勢エビツアーなど、いろいろ

なイベントで、町を盛り上げており、財源、企画、運営など

行政に頼らず自分たちのスタイルで行っている竹本会長や

役員の方に、活動や、人材、財源などについて説明を受け、

質疑応答等をして交流を図った。

意見交換会

自治会が抱える、役員の後継者の問題、未加入の問題などの

意見交換を実施した。

事 業 費 １５７，７２９ 円

対 象 者 自治会長、協議会役員

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・団員の一人一人が自分たちで町を盛り上げようとの心意気を感じた。

・ジャズや軽音楽いろんなジャンルのプロの公演を自分たちで企画、出演者へ

の交渉とすごいバイタリティがあってうらやましく感じた。

・イベントの参加者が町内の方だけでなく宮崎市など広い範囲の方に広がって

おり勢いがあるなあと思った。

・団員の構成員が、年配の方はもちろん、公務員、先生、サラリーマンなど自

分から入会してきており団の魅力を感じた。

・行政に頼らず、イベントも赤字を恐れずに実行する力に感心した。

・他の自治会も同じような問題を抱えていて、解決策はなかなか見いだせない

が意見を聞くことで少しは楽になった気がする。

年 度 令和５年度 令和４年度

一般参加者 ２８人 ７人

スタッフ １人 １人

合 計 ２９人 ７人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
B B

自治会長や協議

会役員などから

情報を収集して

いる。

広
報

④ 事業の周

知
B B

自治会長会部会お

よび当協議会役員

会で案内している。

② 住民の参

加
B B

自治会長、協議会

の役員を対象に

して参加を募っ

ている。

事
業
の
効
果

⑤ 課題解決

への作用
A B

財源、人材の発掘等

行政に頼らずに、自

己完結で音楽を通

して地域活性化に

取り組んでいる、こ

の団体との意見交

換は、これからの地

域づくり・活性化へ

のヒントとなる研

修となった。意見交

換の場を持つこと

が意義がある。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

A A

昨今の自治会活

動は、往年の勢い

がなく、事業や人

材の発掘などの

課題を抱えその

課題解決の手段

として当協議会

が取組ことは意

義がある。

⑥ 住民の満

足度
A A

地域活性で悩んで

いる参加者には、見

習う考え行動が詰

まった研修で充実

したものであった。

③ 各種団体

との連携
B B

視察選定におい

て県、市の地域担

当課から情報を

得ている。

事業継続の必要性 有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

意見交換の開催時間を、夜から昼間に変えて、参加しやすいようにした。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応 対応 未 ・ 済



［９］地域福祉に係る事業

事 業 名 制服等の譲渡会事業 実施年数 ３年目

事業期間 開始：令和３年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち
◎子供にやさしい支え合える地域を目指す。

目 的

（期待される効果）

すべての家庭の子どもたちが家庭環境に関わらず健全で等しく学べる助け合い

の機会を推進する。

事業内容・手段

（１）制服等の譲渡会事業

会 場：広瀬地区交流センター

実施時期：４月～３月

内 容：広瀬中学校の卒業生から、制服や柔道着、カバン等を譲って

もらい、令和６年度に広瀬中学校に入学する広瀬小学校の 6

年生、進級する広瀬中学校の 1・2 年生で制服等を必要とす

る対象者への譲渡支援を行い制服等の再活用を図った。

事 業 費 ８８，９４０円

対 象 者 広瀬小学校６年生、中学校の在校生、保護者及び地域住民

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・譲渡会やフリーマーケットなどの活動が地域づくりの大事な活動と思いまし

ので、この事業が根付いて、地球に、人にやさしい地域つくりを目指してく

ださい

・感謝しながら子供に使わせていただきます。

・卒業して着ることのない、自分の制服が後輩の役に立てうれしいです。

・出費がかさむ時期に大変助かります。

・これからも続けてください。

年 度 令和５年度 令和４年度

一般参加者 ２２人 １７人

スタッフ ７人 ６人

合 計 ２９人 ２３人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
A A

PTA,学校、校区内
の一般の方から

からの要望によ

り実施した

広
報

④ 事業の周

知
A A

回覧チラシ、HP、
学校を通じて対象

学年生徒にチラシ

配布、HPでの告知

② 住民の参

加
A A

回覧チラシ、HP
で地域住民へ寄

贈参加を呼びか

けた。

事
業
の
効
果

⑤ 課題解決

への作用
A A

当事業の主旨でも

ある、ともに支え合

う地域づくりの課

題に対し、傍観者で

なく、課題解決の当

事者として、この事

業を通して、格差や

SDGs に取り組ん
で、子供たちが健全

で等しく学べるよ

う前進している。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

A A

地域の子どもは

地域で育てるこ

とは、当協議会の

使命でもあり、格

差社会の中、共助

としての協議会

のしっかりした

取り組みは意義

がある。

⑥ 住民満足

度
A A

学校、PTA,地域住
民の方から評価を

得ている。

③ 各種団体

との連携
B B

PTA、小中学校 事業継続の必要性

有 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞
令和４年度では、個人負担金３００円を徴収しているが、も
っと徴収してみても良いのではないか。
＜意見への対応
この事業を発足するにあたって、協議会内で議論した際は、負
担金は、取らない方向で進めていた経緯と、昨今の益々の格差
の拡大、物価の上昇などを鑑み、今年度も３００円の徴収とし
た。次年度以降については、クリーニング代を含め検討する。

対応

未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応 対応 未 ・ 済



［１０］地域教育に係る事業

事 業 名 広瀬中学校部活支援検討事業 実施年数 １年目

事業期間 開始：令和５年度 終了：令和５年度

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つ町
◎部活の支援を通して青少年の心身の健全な発達に寄与する。

目 的

（期待される効果）

中学校の部活支援の在り方、内容等に関して協議会の基本的な方針を協議し、

将来の部活支援の足掛かりとする。

事業内容・手段

（１）広中学校部活支援検討事業

会 場：広瀬地区交流センター

実施時期：４月～３月

内 容：今後の部活支援の、将来的な展望、方向性について宮崎市教

育委員会へのヒアリング、広瀬中学校教諭へ部活の現状、課

題についてのアンケートを実施した。現時点では教育委員会

の支援に対する、明確な指針は出ておらず、不確定要素も多

い。

先生へのアンケートで、担当教諭の負担は、特に土日の練

習、試合は相当な負担があるものと思われた。

地域づくりの支援として、何ができるのか、やれるのか相当

ハードルが高く難しいものがあると感じられた。

事 業 費 １８，０２０円

対 象 者 広瀬小学校６年生、中学校の在校生、保護者及び地域住民

参加者数

（内訳）

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン

ケートの結果等）

・学校長より、地域づくりで子供たちのことに関心を持っていただいてありが

たく思いますとのコメントあり。

年 度 令和５年度 令和年度

一般参加者 ３人 人

スタッフ １５人 人

合 計 １８人 人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

④ 地域ニー

ズの把握
B

休日の部活動地

域連携、移行とい

う事を、今後の協

議会の学校支援

に関することと

して受け止めて

いる。

広
報

⑦ 事業の周

知

⑤ 住民の参

加
B

協議会役員、学

校・行政関係者

事
業
の
効
果

⑧ 課題解決

への作用
B

休日の部活動地域

連携、移行につい

て、宮崎市の取り組

みの進捗と今後に

ついて行政からの

情報提供と、広瀬中

学校教諭へのアン

ケートでの現状把

握等を行い、また合

同の意見交換等開

催して勉強会を行

った。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

B

学校支援、地域で

子供を育てるこ

とを協議会の大

きな柱としてお

り、協議会が取り

組むことは妥当

と考えている。

⑨ 住民満足

度

⑥ 各種団体

との連携
事業継続の必要性 有 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

地域協議会からの

意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応 対応

未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応 対応 未 ・ 済



事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

事 業 名 地域安全確保推進に係る事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 350,165
２ 繰越金 0
３ 雑収入 0
４ 合計（A） 350,165

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 222,775 ①防災に係る支援と啓発活動 30,252円
お茶(1,680円×2 ｹｰｽ) 3,360円
文具他 26,892円

②防犯パトロールの推進活動 103,787円
お茶(1,680円×5 ｹｰｽ) 8,400円
文具他 48,872円
燃料代 42,665円
整備代 3,850円
③危険箇所改善推進活動 3,360円
お茶(1,680円×2 ｹｰｽ) 3,360円
④子どもみまもり隊活動支援活動 85,376円
お茶(1,680円×2 ｹｰｽ) 3,360円
文具 ﾍﾞｽﾄ 10枚帽子 20枚腕章 5枚 82,016円

５ 役務費 67,390 ①防災に係る支援と啓発活動 3,200円
保険(50円×60名) 3,000円
印紙 200円
②防犯パトロールの推進活動 64,190円
任意保険 32,850円
自動車税 4,000円
保険 27,340円

６ 委託料
７ 使用料及び賃借料
８ 工事請負費
９ 原材料
１０ 備品購入費

１１ 積立金 60,000 ②防犯パトロールの推進活動 60,000円
車検積立金 60,000円

１２ 合計（B） 350,165

収支差額（A）－（B） 0

（様式第７号）



事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

事 業 名 石崎浜・石崎川流域再生利用促進に係る事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 150,182
２ 負担金 16,300 EM液 300円×4名 EM石鹸 100円×1名カヌー教室 500円×30名

３

４ 合計（A） 166,482

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費 5,000 ①石崎川河川浄化啓蒙推進活動 5,000円
講師謝礼(2時間) 5,000円

３ 旅費

４ 需用費 88,872 ①石崎川河川浄化啓蒙推進活動 26,826円
EM材料代 18,618円
文具他 8,208円
②石崎浜・石崎川河口流域清掃活動 22,000円
文具他 22,000円

③カヌー教室と環境学習 29,859円
お茶(1,680円×2 ｹｰｽ) 3,360円
文具 498円
弁当（30名分） 15,001円
クリーニング(440円×25枚) 11,000円
④スケッチ大会の開催 3,605円
お茶 1,680円
文具 1,925円

⑤アカウミガメ学習会 6,582円
お茶 1,680円
弁当（8名分） 2,592円
文具他 2,310円

５ 役務費 49,610 ①石崎川河川浄化啓蒙推進活動 6,200円
保険(50円×40名) 2,000円
切手 84円×50枚 4,200円
③カヌー教室と環境学習 39,410円
保険(350円×70名分+特約手数料) 24,710円
切手 84円×100枚､63円葉書 100枚 14,700円
④スケッチ大会の開催 1,000円
保険(50円×20名) 1,000円
⑤アカウミガメ学習会 3,000円
保険(50円×60名) 3,000円

６ 委託料
７ 使用料及び賃借料

23,000
③カヌー教室と環境学習 21,500円
カヌー賃借料 20,000円
軽トラック借用料 1,500円
⑤アカウミガメ学習会 1,500円
軽トラ借用料 1,500円

８ 工事請負費
９ 原材料
１０ 備品購入費
１１ 積立金

１２ 合計（B） 166,482

収支差額（A）－（B） 0

（様式第７号）



事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

事 業 名 健康づくり地区民交流事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 168,957
２ 繰越金 365,749
３

４ 合計（A） 534,706

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費 10,000 ③スポーツレクレーション「ペタンク」 10,000円
講師謝礼 （2時間 2回） 10,000円

３ 旅費

４ 需用費 466,306 ①第 19回元気げんき祭り 343,231円
弁当（88名） 44,003円
参加賞(300名) 16,800円
お茶(1,680円×6 ｹｰｽ) 10,080円
景品(米、菓子) 56,010円
賞品(みかん､菓子ジュース） 36,108円
せんぐ用餅代・お菓子代 136,161円
文具他 26,469円
クリーニング 17,600円

②自治会交流グラウンドゴルフ大会 100,551円
お茶(1,680円×5 ｹｰｽ) 8,400円
参加賞 10,080円
弁当(20名) 12,959円
文具他 69,112円
③スポーツレクレーション「ペタンク」22,524円
お茶（1,680円×1ケース） 1,680円
賞品 19,359円
文具 1,485円

５ 役務費 25,240 ①第 19回元気げんき祭り 16,000円
保険（50円×320名） 16,000円
②自治会交流グラウンドゴルフ大会 6,240円
保険(50円×120名＋特約手数料) 6,240円
③スポーツレクレーション「ペタンク」 3,000円
保険(50円×60名) 3,000円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料 5,000 ①19回元気げんき祭り 4,500円
軽トラック借用料 9台 4,500円
②自治会交流グラウンドゴルフ大会 500円
軽トラック借用料 9台 500円

８ 工事請負費
９ 原材料

１０ 備品購入費 28,160 ②自治会交流グラウンドゴルフ大会 28,160円
テント 、椅子 28,160円

１１ 積立金

１２ 合計（B） 534,706

収支差額（A）－（B） 0

（様式第７号）（様式第７号）



事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

事 業 名 ふれあい交流推進活動に係る事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 81,599
２

３

４ 合計（A） 81,599

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費 5,000
②郷 土 の 偉 人 啓 次 郎 及 び 昔 の 遊 び 5,000円
講師謝礼（2時間） 5,000円

３ 旅費

４ 需用費 75,039 ①伝統芸能普及活動 55,239円
弁当(99名) 33,647円
お茶(1,680円×3 ｹｰｽ) 5,040円
クリーニング(440円×21枚) 9,240円
文具他 7,312円

②郷 土 の 偉 人 啓 次 郎 及 び 昔 の 遊 び19,800円
文具 19,800円

５ 役務費 1,560 ①伝統芸能普及活動 1,560円
保険(50円×30名＋特約手数料) 1,560円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費
９ 原材料

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（B） 81,599

収支差額（A）－（B） 0

（様式第７号）



事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

事 業 名 中学生ボランティア事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 67,444
２

３

４ 合計（A） 67,444

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 51,444 ①広瀬中地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 51,444円
お茶(1,680円×9 ｹｰｽ) 15,120円
ゴミ袋・軍手他 14,228円
文具他 22,096円

５ 役務費 15,000 ①広瀬中地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 15,000円
保険(50円×300名) 15,000円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料 1,000 ①広瀬中地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 1,000円
軽トラック使用料 2台 1,000円

８ 工事請負費

９ 原材料

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（B） 67,444

収支差額（A）－（B） 0

（様式第７号）



事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

事 業 名 協議会講座事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 46,637
２ 負担金

３

４ 合計（A） 46,637

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 43,557 ①協議会講座 43,557円
お茶（1,680円×1ケース） 1,680円
参加賞 11,796円
文具 26,895円
おにぎり（10名分） 3,186円

５ 役務費 3,080 ①協議会講座 3,080円
保険(50円×60名＋特約手数料) 3,080円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（B） 46,637

収支差額（A）－（B） 0

（様式第７号）



事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

事 業 名 広報事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 373,417
２

３

４ 合計（A） 373,417

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 205,388 ①協議会活動の広報･知名度ｱｯﾌﾟの活動 205,388円
広報印刷製本費(59,840円×3) 179,520円
文具他 1,668円
スタッフ用ベスト 24,200円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料 121,140 ①協議会活動の広報･知名度ｱｯﾌﾟの活動 121,140円
サーバー使用料 12,900円
印刷機リース料 108,240円

８ 工事請負費
９ 原材料

１０ 備品購入費 46,889 ①協議会活動の広報･知名度ｱｯﾌﾟの活動 46,889円
防水スピーカー 32,890円
ワイヤレスマイク 2本 13,999円

１１ 積立金

１２ 合計（B） 373,417

収支差額（A）－（B） 0

（様式第７号）



事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

事 業 名 地域リーダー育成事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 157,729
２

３

４ 合計（A） 157,729

バス

代

科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 91,199 ①リーダー育成研修事業 91,199円
お茶（1,680円×4ケース） 6,720円
弁当（9名） 6,300円
印刷資料代 10,000円
文具代 68,179円

５ 役務費 1,330 ①リーダー育成研修事業 1,330円
保険(50円×20名) 1,000円
振込手数料 330円

６ 委託料
65,200 ①リーダー育成研修事業 65,200円

バス代 65,200円
７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費
９ 原材料

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（B） 157,729

収支差額（A）－（B） 0

（様式第７号）



（様式第７号）

事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（３）収入の部 （単位：円）

（４）支出の部

事 業 名 制服等の譲渡会事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 地域コミュニティ活動交付金 63,740
２ 個人負担金 25,200 300円×82着＋100円×6着
３

４ 合計（A） 88,940

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 41,190 ①制服等の譲渡会事業 41,190円
防臭剤 1,754円
文具 39,436円

５ 役務費 47,750 クリーニング 47,750円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費
９ 原材料

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（B） 88,940

収支差額（A）－（B） 0



（様式第７号）

事 業 別 収 支 計 算 書

佐土原地域自治区

広瀬小学校区地域づくり協議会

（５）収入の部 （単位：円）

（６）支出の部

事 業 名 広瀬中学校部活動支援検討事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 特例交付金 18,020
２

３

４ 合計（A） 18,020

番号 科 目 金 額 内 訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 18,020 ①広瀬中学校部活動支援事業 18,020円
お茶（1,680円 2ケース) 3,360円
文具 14,660円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費
９ 原材料

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（B） 18,020

収支差額（A）－（B） 0



令和　６年　５月２０日 
 

　　令和６年度 広瀬小学校区地域づくり協議会への意見書［事業実施報告］ 
 

佐土原地域自治区地域協議会 
会　長　　根　井　　翼　　 

 
　令和５年度の佐土原地域自治区（広瀬小学校区）の地域まちづくり事業実施報告及び収支決算 
について、事業計画及び収支予算に沿って適正に執行されていましたので、承認いたします。　 
なお、承認に際し、下記の意見がありましたので、対応を検討いただきますようお願いいたし

ます。 
 

記 
 
１　総括 
　計画に沿って適正な運営が図られていました。 
　事業実績報告書における自己評価を踏まえて、今後の事業に活かしてください。 
　事業の実施にあたっては、更に工夫を凝らして成果が得られるようにお願いします。 
 
 
２　事業の推進体制 
　特にありません。 
 
 
３　各事業への意見（意見のある事業のみ記載） 

 
４　その他 
 
 
 

 

 事業名 意見

 地域教育に係る事業 
(中学生ボランティア事業)

日曜日に中学生 200名程の参加があるが授業の一環とし
て行ったのか。→生徒の自主的な活動。

 

 

 

 

 

 

 

 


